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「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
か
ら
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

へ

藪
野
政
治
学
の
軌
跡
と
現
代
政
治

出
水

薫

は
じ
め
に

一
　
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
に
よ
る
「
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
分
析

1
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・
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技
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ィ
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へ

冊
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1
　
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
へ
の
移
行

謝



説

2
　
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
前
提

鵬

論

む
す
び
に
か
え
て
文
献
一
覧

渕
嗣
σ

は
じ
め
に

「
戦
後
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
半
世
紀
を
過
ぎ
、
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
学
の
研
究
史
が
独
立
し
た
論
考
と
し
て
書
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
具
体
的
に
は
大
嶽
秀
夫
の
作
品
や
、
田
口
富
久
治
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
［
大
嶽
一
九
九
四
、
大
嶽
一
九
九
九
、
田
口
二
〇
〇
一
］
。

こ

の
よ
う
な
研
究
史
の
検
討
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
問
題
構
成
の
変
遷
、
そ
の
文
脈
と
発
想
を
理
解
す
る
た
め
に
必
須
の
作
業
で
あ
る
。

と

同
時
に
、
政
治
学
の
場
合
、
研
究
史
自
体
が
実
際
の
政
治
現
象
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
側
面
か
ら
、
政
治
史
的
な
画
期
を
検
討
す

る
材
料
と
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
研
究
史
の
検
討
の
意
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
は
、
藪
野
祐
三
の
政
治
研
究
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
藪

野
は
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
一
〇
数
冊
の
作
品
を
書
き
つ
い
で
き
た
多
産
の
政
治
学
者
で
あ
り
、
そ
の
作
品
群
は
、
上
記
の
よ
う
な
観
点

か
ら
の
検
証
に
足
る
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
し
か
も
藪
野
自
身
、
政
治
学
者
の
「
方
法
論
上
の
相
違
」
は

「
日

本
の
政
治
的
状
況
に
対
す
る
認
識
の
相
違
」
と
相
関
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
［
藪
野
一
九
八
六
“
序
章
］
、
そ
の
意
味
で
も
、
そ
の
作
品

の
軌
跡
は
、
実
際
の
政
治
状
況
の
変
化
を
、
何
ら
か
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

と
は
言
う
も
の
の
、
本
稿
で
お
こ
な
う
の
は
、
藪
野
政
治
学
の
作
品
群
に
、
画
期
を
設
け
、
そ
の
変
化
を
粗
描
す
る
作
業
に
留
ま
る
。

本

来
で
あ
れ
ば
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
実
際
の
政
治
状
況
と
の
相
関
関
係
を
検
証
し
た
り
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
政
治
学
研
究
史
上
の
位
置



づ
け
を
検
討
し
た
り
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
本
稿
に
は
残
念
な
が
ら
、
そ
の
準
備
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
本
格
的
作
業
は
他
日
を
期
し
た
い

が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
粗
描
と
は
い
え
、
藪
野
政
治
学
の
作
品
群
が
、
い
か
な
る
軌
跡
を
た
ど
っ
て
展
開
し
た
の
か
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

い
わ
ば
藪
野
政
治
学
へ
の
「
案
内
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

藪
野
に
は
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
「
先
進
社
会
シ
リ
ー
ズ
」
以
降
の
作
品
よ
り
前
に
も
、
単
著
と
し
て
は
三
冊
の
著
書
が
あ
る
。

し
か
し
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
除
き
、
具
体
的
な
現
代
政
治
の
現
象
を
念
頭
に
、
連
続
し
た
企
図
の
下
に
書
き
継
が
れ
た
作
品
群
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
い
う
理
由
か
ら
、
啓
発
的
で
時
事
性
の
強
い
『
日
本
政
治
の
未
来
構
想
』
を
除
く
、
「
先
進
社
会
シ
リ
ー
ズ
」
以
降
の
一
一
作
品
に
検
討
対

象
を
限
定
す
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
、
そ
の
関
心
や
対
象
の
変
遷
に
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
捉
え
て
い
る
。
す

豹

な
わ
ち
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
い
う
枠
組
み
で
「
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
分
析
を
お
こ
な
っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
『
先
進

咄
込
ジ
ラ

社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
［
1
］
』
と
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
』
の
二
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
『
先
進
社
会
一
日
本
の
政
治
［
H
］
』
と
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
［
皿
］
』
と
い
う
「
過
渡
期
」
と
し
て
の
二
作
品
を
経
て
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
の
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
関
心
と
対
象
を
移
行
さ
せ
た
時
期
と
な
る
。
作
品
と
し
て
は
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
と
『
先
進
社
会
の
国
際
環
境
［
1
］
』
が
該
当
す

砂
ヴ
ル

る
。
そ
し
て
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
［
1
1
］
』
で
の
方
法
的
な
再
整
理
を
経
て
、
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
提
唱
す
る
時
期
に
至
っ
て
い
る
。
作
品
と
し
て
は
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
1
』
と
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
H
』
、
そ
し
て
最
新
作
の
『
失
わ

→

れ
た
政
治
』
の
三
作
品
で
あ
る
。

障
ら

以
下
、
本
稿
で
は
、
そ
の
時
期
区
分
に
し
た
が
っ
て
、
藪
野
政
治
学
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
実
際
の
政
治
と
の
相
関
関

ゆ
癌
和
デ

係
に
つ
い
て
も
最
小
限
言
及
し
な
が
ら
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

訓
嗣
σ

臼

珊



説

一
　
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
に
よ
る
「
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
分
析

脚

論

1
　
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
い
う
枠
組
み

遡
嗣
σ

本
稿
で
と
り
上
げ
る
藪
野
の
一
連
の
作
品
群
の
起
点
と
な
る
の
は
、
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
。
同
書
は

副
題
と
し
て
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
冒
険
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
藪
野
の
言
う
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
は
、
「
政
治
社

会
」
と
い
う
対
象
と
、
「
政
治
社
会
学
」
と
い
う
方
法
を
、
組
み
合
わ
せ
た
枠
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
限
ら
ず
、
藪
野
は
政
治
の
「
三
層
モ
デ
ル
」
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
そ
の
後
の
作
品
で
も
一
貫
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
㍍
㌍
政
治
の
「
三
層
モ
デ
ル
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
政
治
の
統
治
機
能
を
備
え
た
意
思
決
定
組
織
」

と
「
い
ま
だ
集
団
化
さ
れ
る
以
前
の
民
衆
」
、
そ
し
て
そ
の
間
に
「
利
益
や
理
念
を
発
条
と
し
て
、
政
治
的
に
集
団
化
し
た
圧
力
団
体
や
政

党
が
位
置
し
て
い
る
」
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
三
層
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
、
「
政
府
論
」
、
「
政
治
社
会
論
」
、
「
政
治
過

程
論
」
と
い
う
「
ジ
ャ
ン
ル
」
が
あ
る
と
す
る
［
藪
野
一
九
八
六
∵
－
］
。
藪
野
の
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
は
、
こ
の
三
層
モ
デ
ル
の

「
政
治
社
会
論
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
藪
野
は
政
治
学
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
二
つ
に
大
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は
「
近
代
経
済
学
の
よ
う
に
機
能
的
合
理
主

義
の
モ
デ
ル
で
展
開
し
よ
う
と
す
る
政
治
経
済
学
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
知
識
社
会
学
の
よ
う
に
理
念
型
や
了
解
モ
デ
ル
で
展
開
し

よ
う
と
す
る
政
治
社
会
学
」
で
あ
る
。
藪
野
は
、
前
述
の
三
層
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
の
層
に
つ
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
方
法
の
い
ず
れ
も
が
適

用
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
藪
野
は
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
、
「
政
治
社
会
学
的
接
近
」
を
採
用
す
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
つ
ま
り
以
上
の
こ
と
か
ら
、
藪
野
の
言
う
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
は
、
「
方
法
と
対
象
の
二
重
の
意
味
で
」
ま
さ
に
「
ソ
シ
オ
・
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
［
藪
野
一
九
八
六
∵
－
∴
1
1
］
。



こ
の
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
い
う
枠
組
み
で
、
藪
野
は
「
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
分
析
す
る
わ
け
だ
が
、
な
ぜ
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
対
象
と
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
採
用
し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
執
筆
当
時
、
一
九
八
○
年
代
前
半
に
お
け
る
、
藪

野
の
問
題
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
問
題
意
識
は
二
つ
の
現
象
に
対
す
る
関
心
と
批
判
か
ら
生
じ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
藪
野
の
言
う
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」
の
行
き
詰
ま
り
の
中
で
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
よ
う
な
「
新
保
下
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
義
」
が
台
頭
し
て
き
て
い
た
こ
と
へ
の
関
心
と
批
判
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
現
象
に
直
面
し
つ
つ
も
、
「
単
な
る
政
治
現

象
の
デ
ー
タ
分
析
だ
け
で
こ
と
足
れ
り
と
す
る
」
政
治
学
者
の
「
思
想
的
退
廃
」
、
「
思
想
的
貧
困
」
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
［
藪
野
一
九
八

六
”
二
五
三
、
二
五
八
－
二
五
九
］
。

茄
咄
へ

2
　
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」
批
判
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析

刊
”

藪
野
に
と
っ
て
「
新
保
守
主
義
」
の
台
頭
と
は
、
「
豊
か
な
社
会
」
と
し
て
の
「
先
進
社
会
」
を
支
え
て
き
た
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」

砂
ヴ
ル

が
行
き
詰
ま
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
「
病
理
」
が
問
題
と
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
代
案
と
し
て
「
新
保
守
主
義
」
が
提
唱
さ
れ
た
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
一
切
を
古
典
的
な
自
由
放
任
の
原
理
の
も
と
に
置
き
、
個
人
の
環
境
と
し
て
の
社
会
と
い
う
単
位
を
ま
っ
た
く

功

否
定
す
る
と
と
も
に
、
財
の
希
少
な
状
態
の
ま
ま
諸
個
人
は
、
一
種
比
喩
的
に
い
え
ぼ
適
者
生
存
の
ス
ペ
ン
サ
ー
主
義
の
状
況
下
に
生
き
る

即
筋
司
ギ

こ
と
を
主
張
す
る
」
と
こ
ろ
の
「
新
保
守
主
義
」
は
、
藪
野
に
と
っ
て
擁
護
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
［
藪
野
一
九
八
六
”
二
五
三
］
。
　
そ
も
そ
も
藪
野
に
と
っ
て
の
「
近
代
」
以
降
の
「
社
会
科
学
の
歴
史
」
は
、
個
人
と
社
会
の
二
元
性
を
調
和
さ
せ
、
「
社
会
先
行
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
あ
る
い
は
「
個
人
先
行
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
形
成
す
る
「
方
法
論
の
歴
史
」
で
あ
っ
た
［
藪
野
一
九
八
六
二
一
三
］
。
そ
し
て

剥
4

和
デ

「
個
人
の
主
意
性
を
認
め
、
無
限
に
個
人
が
労
働
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
の
拡
大
生
産
を
め
ざ
し
て
秩
序
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
」
と
こ

冊

陪

ろ
の
「
個
人
先
行
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
、
「
こ
の
世
に
存
在
す
る
財
の
総
量
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
財
の
稀
少
性
を
労
働
で
は
な
く
、
財

附



説

の
も
つ
意
味
を
確
認
す
る
精
神
革
命
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
秩
序
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
」
と
こ
ろ
の
「
社
会
先
行
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
対

鵬

論

立
は
、
二
〇
世
紀
の
中
葉
に
、
ケ
イ
ン
ズ
を
経
て
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
っ
て
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」
と
い
う
か
た
ち
で
調
停
さ
れ
収
敏
し
た

濁

と
い
う
こ
と
に
な
る
［
藪
野
一
九
八
六
”
＝
○
、
一
五
一
⊥
五
二
、
二
四
五
］
。
こ
の
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」
が
提
示
し
た
「
社
会
的
位
相
に
お
い
て
財
の
稀
少
性
を
払
拭
す
べ
く
豊
か
な
社
会
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
条
件
と
し
て
個
人
的
な
位
相
で
は
、
個
々
人

包
α

が
無
限
の
財
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
「
労
働
」
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
方
程
式
」
こ
そ
、
「
豊
か
な
社
会
」
と
し
て
の
「
先
進
社
会
」

を
支
え
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
っ
た
［
藪
野
一
九
八
六
H
二
四
五
］
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
先
進
社
会
」
は
、
一
方
で
は
「
社
会
的
位
相
」
に
お
い
て
「
価
値
の
平
準
化
現
象
」
に
よ
る
「
疎
外
」
と
い
う
「
病

理
」
を
産
み
出
し
、
「
希
少
な
財
の
配
分
行
為
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
政
治
が
作
動
す
る
余
地
を
奪
う
「
非
政
治
化
」
を
進
め
た
［
藪
野
一
九
八

六
”
二
四
九
］
。
ま
た
他
方
で
は
「
個
人
的
位
相
」
に
お
い
て
、
「
生
産
」
か
ら
「
消
費
」
へ
と
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
基
準
の
移
行
」
と
、

「
公
的
領
域
の
優
位
か
ら
私
的
領
域
の
優
位
へ
の
基
準
の
移
行
」
を
招
き
、
「
世
界
的
関
心
の
希
薄
化
」
と
い
う
「
病
理
」
を
産
み
出
し
た

［
藪
野
一
九
八
六
一
二
四
二
－
二
四
三
］
。
こ
れ
ら
の
「
病
理
」
に
と
も
な
う
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」
の
「
最
大
の
危
機
」
が
、
「
新
保
守
主
義
」

を
台
頭
さ
せ
た
と
い
う
の
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
藪
野
の
理
解
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
分
析
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
「
現
代
政
治
学
の
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
テ
ー
マ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
［
藪
野
一
九
八
六
”
二
五
九
］
。

3
　
政
治
学
の
現
状
批
判
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
以
上
の
よ
う
な
現
象
に
直
面
し
つ
つ
も
、
「
単
な
る
政
治
現
象
の
デ
ー
タ
分
析
だ
け
で
こ
と
足
れ
り
と
す
る
」

な
ら
ば
、
そ
れ
は
薮
野
に
と
っ
て
、
政
治
学
者
の
「
思
想
的
退
廃
」
で
あ
り
、
「
思
想
的
貧
困
」
で
あ
っ
た
［
藪
野
一
九
八
六
u
二
五
三
、
二
五

八
－
二
五
九
］
。
と
り
わ
け
薮
野
が
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
の
は
、
彼
が
日
本
の
「
第
三
世
代
」
と
呼
ぶ
政
治
学
者
た
ち
で
あ
り
、
旦
ハ
体
的
に



は
大
嶽
秀
夫
や
猪
口
孝
で
あ
る
［
藪
野
一
九
八
六
”
二
二
⊥
一
六
］
。

「
第
三
世
代
」
の
政
治
学
者
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の
世
代
と
は
異
な
り
、
「
日
本
も
す
で
に
十
分
民
主
化
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
前

提
に
、
政
治
学
を
「
科
学
」
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
制
度
化
」
す
る
こ
と
め
ざ
す
［
藪
野
一
九
八
六
”
三
五
］
。
薮
野
は
、
政
治
学
が

「
科
学
」
を
指
向
す
る
こ
と
自
体
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
第
三
世
代
」
の
政
治
学
者
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
日
本
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
民
主
化
さ
れ
た
「
先
進
社
会
」
だ
と
い
う
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
「
先
進
社
会
が
ト
ー
タ
ル
に
も
つ
思
想
構
造
上
の
病
理
の
解
明
こ
そ
、
日

本
の
現
代
政
治
学
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
に
違
い
な
い
」
（
傍
点
は
原
著
）
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
［
藪
野
一
九
八
六
二
三
ハ
］
。

つ
ま
り
前
述
し
た
よ
う
な
「
技
術
ユ
ー
ト
ピ
ア
派
」
の
産
み
出
し
た
「
病
理
」
を
視
野
に
入
れ
て
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
分
析
こ
そ
が
優
先

胴

す
べ
き
課
題
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
「
安
易
に
日
本
の
政
治
を
先
進
国
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
と
規
定
し
て
こ
と
足
れ
り
と
し
た
り
、
単

咄

な
る
政
治
現
象
の
デ
ー
タ
分
析
だ
け
で
政
治
研
究
が
こ
と
足
れ
り
と
す
る
思
想
的
退
廃
は
、
そ
の
ま
ま
政
治
学
者
の
思
想
的
貧
困
の
あ
ら
わ

込
ジ
ラ

れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
［
藪
野
一
九
八
六
”
二
五
九
］
。
　
し
た
が
っ
て
「
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
の
枠
組
み
の
適
用
対
象
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
す
る
こ
と
に
は
、
日
本
政
治
学
の
当
時
の

砂
ヴ
肋
卜
「

現
状
に
対
す
る
批
判
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
二
　
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
か
ら
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
へ

赫
司
畔
鴛

　
　
　
　
　
1
　
問
題
関
心
と
対
象
の
移
行
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
を
「
総
論
」
あ
る
い
は
「
方
法
論
」
的
作
品
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
に
続
く
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
』

胴
嗣
σ

臼

（一

續
ｪ
七
年
）
は
、
前
著
で
提
示
さ
れ
た
方
法
や
枠
組
み
を
現
代
日
本
政
治
に
適
応
し
た
「
各
論
」
あ
る
い
は
「
事
例
研
究
」
的
作
品
と

鵬



説

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

脳

論

と
こ
ろ
が
こ
の
二
作
品
に
続
い
た
『
先
進
社
会
一
日
半
の
政
治
［
1
1
］
』
（
一
九
九
〇
年
）
と
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
［
m
］
』
（
一
九
調

九
三
年
）
は
、
「
先
進
社
会
一
日
本
の
政
治
」
と
い
う
共
通
の
題
名
を
継
承
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
「
各
論
」
あ
る
い
は
「
事
例
研
究
」
と
し
て
、
単
純
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
二
作
品
は
、
む
し
ろ
「
イ
デ
オ

嗣
σ

ロ
ギ
ー
」
分
析
か
ら
離
れ
、
対
象
あ
る
い
は
事
例
で
あ
る
は
ず
の
「
日
本
の
政
治
」
そ
の
も
の
に
接
近
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る

作
品
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
［
1
1
］
』
に
は
、
先
行
す
る
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
を
「
原
型
と
し
、
そ
れ
を
利
用
し
た

ケ
ー
ス
．
ス
タ
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
［
藪
野
一
九
九
〇
“
二
〇
三
］
。
と
こ
ろ
が
同
書
に
は
、
「
「
構
造
崩
壊
」
の
時
代
」

と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
「
自
民
党
を
中
心
と
し
た
政
治
変
動
の
分
析
」
と
「
そ
の
変
動
を
も
た
ら
し
た
社
会
・
経
済
的
な
構
造

変
動
の
分
析
」
が
目
的
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
社
会
・
経
時
的
な
構
造
変
動
は
新
保
守
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
」
と
い
う
認
識
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
作
品
の
目
的
は
「
新
保
守
主
義
批
判
と
、
さ
ら
に
新
保
守
主
義
政
策
の
結

果
と
し
て
生
じ
た
「
日
本
の
保
守
政
治
」
の
危
機
を
分
析
す
る
こ
と
」
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
［
藪
野
一
九
九
〇
H
二
⊥
三
。

続
く
『
先
進
社
会
一
日
本
の
政
治
［
m
］
』
で
は
、
さ
ら
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
か
ら
離
れ
て
、
日
本
政
治
の
現
状
へ
の
傾
斜
を
強
め
頗
酬

「
2
1
世
紀
へ
の
統
治
能
力
」
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
た
同
書
で
は
、
「
問
題
意
識
や
全
体
の
方
法
論
」
は
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

を
「
基
礎
と
し
て
い
る
」
と
言
う
も
の
の
、
「
分
析
傾
向
の
強
い
も
の
」
で
あ
る
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
［
藪
野
一
九
九
三
”
二
五
八
］
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
薮
野
が
直
面
し
た
政
治
状
況
と
、
一
定
の
相
関
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
行

す
る
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
と
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
』
は
、
中
曽
根
政
権
期
に
執
筆
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
新

保
守
主
義
」
や
「
保
守
回
帰
」
が
活
発
に
問
題
と
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
変
化
を
示
し
た
『
先
進
社
会
1
1

日
本
の
政
治
［
H
］
』
お
よ
び
『
先
進
社
会
一
日
本
の
政
治
［
m
］
』
は
、
竹
下
政
権
期
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
か
ら
、
参
院
選
で
の
自
民
党
の



過
半
数
割
れ
を
経
て
、
「
政
治
改
革
」
が
争
点
と
な
っ
た
細
川
政
権
誕
生
前
夜
ま
で
の
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
「
五

五
年
体
制
」
が
動
揺
す
る
と
い
う
政
治
状
況
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
に
違
い
な
い
こ
れ
ら
二
作
品
は
、
結
果
と
し
て
関
心
と
対
象
が
移
行

す
る
「
過
渡
期
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

2
　
「
ロ
ー
カ
ル
」
へ
の
着
目

以
上
の
よ
う
な
、
「
新
保
守
主
義
」
の
台
頭
と
い
う
日
本
政
治
の
変
化
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
か
ら
の
関
心
と
対
象

三
二

の
移
行
は
、
さ
ら
に
よ
り
大
き
な
政
治
状
況
の
変
化
、
す
な
わ
ち
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
、
あ
る
い
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
も
の
の
相
対
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
創
造
」
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
た
『
先

林
ジ
ラ

進
社
会
の
国
際
環
境
［
1
］
』
（
一
九
九
五
年
）
で
は
、
二
一
世
紀
へ
向
か
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
、
「
最
大
の
課
題
は
、
国
家
が
今
後
も
な
お
国
際
政
治
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
存
在
し
続
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「
国
家
」
が

「
消
滅
」
す
る
こ
と
は
な
く
、
「
そ
の
機
能
を
変
容
さ
せ
つ
つ
、
存
在
し
続
け
る
に
違
い
な
い
」
の
だ
か
ら
、
「
そ
こ
で
の
課
題
は
、
国
家
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
［
藪
野
一
九
九
五
b
∵
－
］
。
　
そ
の
際
、
薮
野
は
「
変
容
」
の
焦
点
は
「
国
民
国
家
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
地
球
化
）
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
化
（
地
方

国
筋
↓
蒔
財

化
）
」
の
両
側
面
か
ら
進
ん
で
い
く
と
い
う
見
方
を
採
っ
た
。
そ
の
上
で
、
薮
野
は
分
析
の
力
点
を
「
ロ
ー
カ
ル
化
」
に
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
（
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
は
、
「
「
国
民
国
家
」
に
代
わ
っ
て
ど
の
よ
う
な
「
地
球
化
」
の
政
治
的
枠
組
み
が
登
場
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
な
「
地
方
化
」
の
政
治
的
枠
組
が
登
場
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
「
ま
ず
、
こ
の
「
地
方
化
」
の
枠
組
の
可
能
性
を
調
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
。

例
胴
σ

臼

な
ぜ
な
ら
「
こ
の
「
地
方
化
」
が
、
か
な
り
の
面
で
「
地
球
化
」
の
運
動
を
担
う
母
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
」
で
あ
り
、
「
「
地

晒



説

方
化
」
の
運
動
が
国
民
国
家
を
超
え
始
め
る
と
、
他
の
国
家
の
「
地
方
化
」
と
呼
応
し
始
め
る
。
そ
の
連
携
の
中
で
、
国
家
を
超
え
る
「
地

珊

論

球
化
」
の
運
動
を
展
開
し
始
め
る
の
だ
。
そ
の
意
味
で
、
「
地
球
化
」
は
「
地
方
化
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
」
か
ら
だ
と
す
る
［
藪
野

劉

一
九
九
五
a
“
六
］
。

飼

ま
た
前
出
の
『
先
進
社
会
の
国
際
環
境
［
1
］
』
に
お
い
て
も
、
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
に
な
っ
て
、
国
家
の
利
益
と
国
民
の
利
益
は
同
一

σ

物
で
は
な
く
」
、
し
た
が
っ
て
「
国
家
官
僚
の
利
益
と
市
民
の
利
益
は
激
し
く
乖
離
し
始
め
て
い
る
」
の
で
あ
り
「
国
家
官
僚
の
利
益
は
市

民
の
利
益
を
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、
官
僚
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
に
帰
着
し
始
め
、
市
民
は
官
僚
組
織
を
迂
回
し
て
、
自
ら
が
自
ら
の
力

で
活
動
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
せ
始
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
家
丸
抱
え
（
包
括
型
国
家
）
の
時
代
は
終
焉
し
た
」
と
す
る
。
そ
の
よ
う

な
認
識
を
も
と
に
、
「
国
家
に
代
わ
っ
て
新
し
い
生
活
空
間
を
ロ
ー
カ
ル
に
求
め
た
の
」
だ
と
述
べ
て
い
る
［
藪
野
一
九
九
五
b
”
二
一
七
］
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
二
冊
の
著
作
は
ド
イ
ツ
統
一
や
旧
ソ
連
の
崩
壊
な
ど
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
し
、
細
川
政
権
か
ら

村
山
政
権
に
い
た
る
「
地
方
分
権
」
論
議
と
呼
応
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
も
言
え
る
。
前
述
の
「
過
渡
期
」
を
経
て
、
こ
の
「
ロ
ー
カ

ル
」
へ
の
着
目
に
い
た
る
経
過
に
も
、
や
は
り
具
体
的
な
政
治
状
況
の
影
響
を
織
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
薮
野
が
新
た
に
焦
点
を
あ
て
た
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
、
「
ま
さ
に
「
現
地
」
で
あ
っ
て
、
「
地
方
」
で
は
な
い
。
当
事
者
に
と
っ
て
、

意
味
の
あ
る
生
活
空
間
を
担
う
単
位
が
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
の
で
あ
っ
て
、
中
央
に
取
り
残
さ
れ
た
生
活
空
間
を
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
呼
ぶ
の
で

は
な
い
」
。
薮
野
に
と
っ
て
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
「
当
事
者
主
義
の
思
想
」
な
の
で
あ
る
［
藪
野
一
九
九
五
a
u
七
］
。
ま
た
「
ロ
ー
カ
ル
」
は

「
単
純
に
自
治
体
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
。
「
自
ら
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
生
活
圏
の
空
間
的
広
が
り
を
ロ
ー
カ
ル
と

呼
ぶ
」
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
あ
る
時
に
は
自
治
体
を
さ
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
広
域
的
な
地
域
を
さ
す
場
合
も
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
は
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
あ
く
ま
で
も
そ
こ
に
住
む
人
を
中
心
と
し
て
展
開
す
る
意
味
関
連
を
も
っ
た
生
潜
蜜
附
だ
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
（
傍
点
は
原
著
）
の
で
あ
っ
た
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
二
四
⊥
五
］
。
さ
ら
に
薮
野
は
「
ロ
ー
カ
ル
が
意
味
す
る
社
会
は
、
あ
く
ま
で
も

地
域
社
会
で
あ
っ
て
、
政
治
社
会
や
経
済
社
会
と
い
わ
れ
る
機
能
的
な
空
間
で
は
な
い
。
ロ
ー
カ
ル
は
あ
く
ま
で
も
足
元
と
い
っ
た
地
域
社



会
を
意
味
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
“
二
五
］
。

つ
ま
り
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
、
「
現
場
」
や
「
当
事
者
」
や
「
社
会
」
へ
の
薮
野
の
関
心
と
対
象
の
移
行
を
集
約
的
に
示
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

3
　
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

薮
野
の
「
ロ
ー
カ
ル
」
へ
の
着
目
は
、
さ
ら
に
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
主
張
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
「
ロ
ー
カ
ル
●
イ
ニ

胴

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
は
「
ロ
ー
カ
ル
が
主
体
と
な
っ
て
、
新
し
い
生
活
空
間
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
運
動
」
と
さ
れ
、
「
「
地
方
1
ー
ロ
ー
カ
ル
」

咄
払
ジ
ラ

が
「
主
体
性
ー
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
も
っ
て
、
新
し
い
政
治
の
枠
組
を
造
ろ
う
と
い
う
運
動
こ
そ
、
二
一
世
紀
の
新
し
い
枠
組
を
創
造
し
、
そ
の
枠
組
を
指
導
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
［
藪
野
一
九
九
五
a
一
七
－
八
］
。
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
旦
ハ
体
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、
二
つ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
中
央
権
力
と
の
対
抗
関
係
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
新
し
い
政
治
社
会
の
質
を
実
現
す
る
単
位
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
の
組
織
化
」
と
し
て
の
方
向
で
あ
る
［
藪
野
一
九
九
五
a
”
一
七
八
－
一
七
九
］
。
　
「
中
央
権
力
と
の
対
抗
関
係
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
ロ
ー
カ
ル
は
中
央
政
府
と
の

国
ら

対
抗
関
係
で
も
の
ご
と
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
中
央
政
府
を
ロ
ー
カ
ル
の
視
野
の
外
に
置
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
の
主
体
性
を
求
め
る
べ
き
」

抄
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
地
方
分
権
が
、
権
力
の
地
方
（
ロ
ー
カ
ル
）
へ
の
分
割
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
に
と
っ
て
は
、

恥
和
デ

単
に
権
力
の
実
行
主
体
が
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
に
代
わ
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
権
力
の
実
体
は
何
一
つ
変
化
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
問
題
は
、
ロ
ー
カ
ル
が
中
央
か
ら
権
力
の
分
割
を
受
け
て
一
体
何
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
」

細
飼
σ

目

で
あ
り
、
「
ロ
ー
カ
ル
が
ロ
ー
カ
ル
と
し
て
実
現
し
た
い
社
会
の
仕
組
を
提
示
し
、
そ
の
仕
組
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
カ
ル
が
独
自
に

麟



説

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
主
権
）
を
築
き
上
げ
る
必
要
性
」
が
強
調
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
観
点
か
ら
の
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

珊

論

と
は
、
「
中
央
政
府
と
の
対
抗
関
係
」
を
相
対
化
し
た
上
で
の
「
ロ
ー
カ
ル
の
問
題
を
ロ
ー
カ
ル
が
主
導
権
を
握
っ
て
解
決
し
て
い
く
思
想
」

如

で
あ
り
、
「
中
央
政
府
か
ら
の
権
力
と
権
限
の
委
譲
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
が
ロ
ー
カ
ル
と
し
て
の
新
し
い
社
会
の
仕
組
を
実
現
す
る
た
め
に
、
独
自
に
権
力
を
形
成
す
る
必
要
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
［
藪
野
一
九
九
五
a
二
七
八
⊥
七
九
］
。
他
方
で
「
新
し
い
政
治
社
会
の

側
σ

質
を
実
現
す
る
単
位
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
の
組
織
化
」
と
し
て
主
張
さ
れ
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
は
、
「
新
し
い
社
会
の

仕
組
を
実
現
す
る
」
た
め
に
「
必
要
」
な
「
視
点
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
［
藪
野
一
九
九
五
a
二
七
九
］
。

以
上
か
ら
分
か
る
の
は
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
を
「
中
央
」
と
の
対
抗
関
係
で
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
対
抗
関
係
は
、
い
わ
ゆ
る

「
政
府
」
間
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
社
会
」
に
ひ
き
つ
け
る
か
た
ち
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
前
述

し
た
よ
う
な
「
現
場
」
や
「
当
事
者
」
へ
の
指
向
が
、
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が

「
主
体
性
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
が
ま
さ
に
「
主
体
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
総
じ
て
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
提
起
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
国
民
国
家
」
と
い
う
政

治
的
野
組
み
の
行
き
詰
ま
り
を
踏
ま
え
、
そ
の
「
国
民
国
家
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
」
の
関
係
に
力
点
を
お
い
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
た
。

三
　
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
か
ら
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
へ

1
　
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
へ
の
移
行

前
述
の
よ
う
に
、
「
国
民
国
家
」
と
の
関
係
で
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
い
う
「
主
体
」
に
焦
点
を
あ
て
た
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』

お
よ
び
『
先
進
社
会
の
国
際
環
境
［
1
］
』
に
対
し
て
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
1
』
（
二
〇
〇
五
年
）
お
よ
び
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク



ラ
シ
ー
H
』
（
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
は
、
「
主
体
」
と
し
て
の
「
ロ
ー
カ
ル
」
自
身
が
、
あ
ら
た
め
て
「
シ
ス
テ
ム
」
な
い
し
「
構
造
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

と
し
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
薮
野
は
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
で
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
問
題
に
し
た
」
が
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
1
』
で
は
、
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
造
を
問
題
に
し
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
“
四
一
注
5
］
。
つ
ま
り
「
ロ
ー
カ
ル
」
を
主
体
と
す
る
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
分
析
か
ら
、
「
ロ
ー
カ
ル
」

自
体
の
分
析
、
そ
れ
も
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
し
て
の
分
析
へ
と
観
点
が
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
薮
野
が
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
地
域
政
府
と
し
て
の
自
治
体
に
お
け
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
収

敏
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
薮
野
に
と
っ
て
「
ロ
ー
カ
ル
」
は
、
「
単
純
に
自
治
体
を
意

調

味
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
前
提
が
、
こ
こ
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
「
自
ら
が
直
面
す
る
課
題
を
解

咄

決
す
る
た
め
の
生
活
圏
の
空
間
的
広
が
り
」
で
あ
り
、
「
あ
る
時
に
は
自
治
体
を
さ
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
広
域
的
な
地
域
を
さ
す
場
合
も
あ

林
ジ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
る
」
の
だ
か
ら
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
「
あ
く
ま
で
も
そ
こ
に
住
む
人
を
中
心
と
し
て
展
開
す
る
意
味
関
連
を
も
っ
た
生
活
空
間
」
（
傍
点
は
原
著
）
で
あ
り
、
「
こ
の
空
間
を
前
提
と
し
て
、
自
己
を
中
心
と
し
た
新
し
い
生
活
空
間
を
創
造
す
る
思
想
」
を
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ

砂
ヴ
茄
匹
「

シ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
二
四
⊥
五
］
。
　
　
　
　
　
　
2
　
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
前
提

筋
」

「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
地
域
政
府
と
し
て
の
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
「
地
方
分
権
」
の
枠
に
留
ま
ら

癌
和
デ

な
い
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
薮
野
は
「
国
民
国
家
」
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
化
」
に
挟
撃
さ
れ
、
そ
の
既
存
の
制
度
や
組
織
が
動
揺
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
．
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
い
う
「
価
値
基
準
の
必
要
性
」
を
理
解
す
る
前
提

調
嗣
σ

臼

と
し
て
、
「
社
会
化
す
る
政
治
」
と
「
状
況
化
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
挙
げ
て
い
る
。
薮
野
は
、
そ
の
二
つ
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

鵬



説

「
ロ
ー
カ
ル
．
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
新
た
な
概
念
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
“

脚

論

一
七
］
。

吻

　
藪
野
の
言
う
「
社
会
化
す
る
政
治
」
と
は
、
「
政
治
的
機
能
を
国
家
が
独
占
し
て
つ
か
さ
ど
る
時
代
」
か
ら
、
「
地
域
社
会
が
担
う
時
代
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
」
を
指
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
国
家
か
ら
社
会
へ
と
い
う
政
治
的
決
定
の
権
限
が
移
行
す
る
過
程
は
、
戦
後

胴
σ

日
本
の
政
治
史
の
な
か
に
明
示
的
に
現
れ
て
い
る
」
と
言
う
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
二
七
］
。
す
な
わ
ち
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
社
会
は
、

「
生
産
で
は
な
く
消
費
を
謳
歌
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
「
政
治
的
関
心
は
地
域
社
会
の
身
近
な
問
題
に
集
中
し
始

め
」
、
「
ゴ
・
、
＼
問
題
、
教
育
問
題
、
環
境
問
題
、
そ
の
他
の
問
題
を
身
近
な
社
会
で
論
争
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
そ
し
て
「
そ
の
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
人
々
が
壮
大
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
な
か
で
大
き
な
物
語
を
語
る
の
で
は
な
く
、
身
近
な
社
会
で
小
ざ
掛
粉
語
を
語
る
時
代
に
入
っ
た
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
（
傍
点
は
原
著
）
と
し
「
時
代
は
政
治
を
社
会
化
し
た
」
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
一
二
五
］
。

ま
た
藪
野
の
言
う
「
状
況
化
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
観
点
は
、
以
上
で
検
討
し
た
「
社
会
化
す
る
政
治
」
と
対
応
す
る
観
点
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
状
況
化
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
観
点
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
藪
野
の
作
品
に
お
い
て
；
為
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
「
三
層
モ
デ
ル
」
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
政
治
決
定
シ
ス
テ
ム
」
と
「
政
治
社
会
」
の
間
に
、

「
政
治
過
程
」
を
設
定
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
に
お
い
て
藪
野
は
、
そ
の
「
三
層
モ
デ
ル
」
に
、
「
状
況
」
、

「
制
度
」
、
「
組
織
」
と
い
う
政
治
を
観
察
す
る
三
つ
の
観
点
を
重
ね
、
「
政
治
決
定
シ
ス
テ
ム
」
を
「
組
織
」
に
、
「
政
治
過
程
」
を
「
制
度
」

に
、
そ
し
て
「
政
治
社
会
」
を
「
状
況
」
に
対
応
さ
せ
て
図
式
化
す
る
。
し
か
も
「
戦
後
日
本
政
治
」
の
「
紛
争
レ
ベ
ル
」
が
、
「
組
織
的

（
国
家
的
）
紛
争
」
か
ら
「
制
度
的
（
集
団
的
）
紛
争
」
を
経
て
「
状
況
的
（
社
会
的
）
紛
争
」
に
移
行
し
て
き
た
と
す
る
こ
と
で
、
歴
史

的
な
変
化
を
さ
ら
に
重
ね
あ
わ
せ
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
状
況
化
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
図
式
を
踏
ま

え
、
「
社
会
化
す
る
政
治
」
に
照
応
す
る
か
た
ち
で
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
問
わ
れ
方
を
表
現
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
［
藪
野
二
〇

〇
五
a
”
一
八
－
二
〇
、
二
九
⊥
一
二
］
。



以
上
の
前
提
を
踏
ま
え
、
藪
野
の
言
う
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
、
地
域
政
府
と
し
て
の
自
治
体
に
極
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

「
地
域
社
会
」
や
「
現
場
」
、
あ
る
い
は
「
当
事
者
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
ひ
き
つ
け
、
「
国
民
国
家
」
を
相
対
化
し
て
政
治
を
論
じ
る
枠

組
み
と
な
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
四
半
世
紀
の
間
、
一
一
冊
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
て
き
た
藪
野
政
治
学
の
作
品
群
は
、
直
面
す
る
現
代
政
治
の
状
況
に

調

呼
応
す
べ
く
、
そ
の
関
心
と
対
象
、
分
析
枠
組
み
を
変
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
再
度
、
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、
そ
の
軌
跡

咄

は
、
「
新
保
守
主
義
」
批
判
を
視
野
に
入
れ
た
「
先
進
社
会
」
に
お
け
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
分
析
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、

林
ジ
ラ

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
化
」
に
挟
撃
さ
れ
た
「
国
民
国
家
」
の
相
対
化
を
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
の
「
主
体
性
」
、
す
な
わ
ち
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
力
点
を
置
い
て
問
う
作
業
を
経
て
、
「
地
域
社
会
」
や
「
現
場
」
、
あ
る
い
は
「
当
事
者
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
ひ
き
つ

》
ヴ
ル

け
た
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
議
論
へ
と
た
ど
り
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
よ
う
な
藪
野
政
治
学
に
お
け
る
変
化
は
、
決
し
て
「
流
行
」
に
左
右
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
眼
前
の
政
治
状
況
に
誠
実
に
向
き
合

→

い
続
け
た
結
果
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
態
度
に
お
い
て
、
藪
野
政
治
学
は
一
貫
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
問
題
」
が
構
成
さ

口
筋
」

れ
る
文
脈
や
発
想
を
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
な
い
し
は
「
思
想
」
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
点
か
ら
派
生
す
る
点
で
あ
る
が
、
直
面
す
る
政
治
状
況
に
呼
応
す
る
こ
と
な
く
、
「
科
学
化
」
や
「
制
度
化
」
を
指
向
し
、
結
果
と

ギ
㌍
デ

し
て
現
状
肯
定
に
陥
る
よ
う
な
政
治
学
へ
の
批
判
と
対
抗
意
識
も
、
藪
野
政
治
学
の
作
品
群
を
貫
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
あ
た
か
も
藪
野
政
治
学
の
営
み
が
、
す
べ
て
「
過
去
」
と
な
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
、
本
稿
は
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
言
う
ま
で
も

謝
飼
σ

臼

な
く
、
「
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
至
っ
た
藪
野
政
治
学
は
、
今
な
お
そ
の
模
索
を
続
け
て
い
る
。
す
で
に
再
三
確
認
し
て
き
た
よ

醐



説

う
に
、
「
国
民
国
家
」
が
相
対
化
さ
れ
る
状
況
に
呼
応
し
て
、
藪
野
は
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
い
う
観
点
を
見
つ
け
出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
単

圃

論

な
る
観
点
、
分
析
の
対
象
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
政
治
学
な
い
し
は
社
会
科
学
の
方
法
的
革
新
を
も
視
野
に
入
れ
て
の
選
択
な
の
で
あ
る
。

調

　
例
え
ば
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
に
お
い
て
、
「
従
来
の
社
会
科
学
の
概
念
で
は
す
で
に
説
明
で
き
な
い
現
象
が
、
日
常
茶
飯
事
に
起
き
て
い
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
社
会
科
学
は
、
こ
の
変
動
の
激
し
い
現
代
と
い
う
時
代
を
切
り
開
く
た
め
に
時
代
に
即
応
し
た
概

胴
σ

念
を
作
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
［
藪
野
一
九
九
五
a
H
一
八
四
］
。
ま
た
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
に
お
い
て
も
、

例
え
ば
「
確
か
に
近
代
の
政
治
思
想
は
、
…
様
々
な
道
旦
ハ
を
準
備
し
、
ま
た
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
道
旦
ハ
を
手
に
入
れ
て
き
た
。
し
か

し
、

そ
れ
ら
の
道
具
が
…
機
能
す
る
場
と
し
て
、
国
家
だ
け
を
想
定
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
、
国
家
に
あ
わ
せ
た
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
い
う
道
具
し
か
整
え
て
は
い
な
か
っ
た
」
と
の
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
［
藪
野
二
〇
〇
五
a
日
五
］
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
あ
え
て
指
摘
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
集
約
的
な
表
現
の
例
示
で
あ
り
、
「
国
民
国
家
」
が
相
対
化
さ
れ
る

時
代
に
お
け
る
政
治
学
や
社
会
科
学
の
刷
新
へ
の
意
欲
と
試
み
は
、
最
近
の
作
品
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
ロ
ー
カ

ル
．
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
1
と
1
1
に
お
け
る
、
「
市
民
」
や
「
公
共
」
と
の
文
字
ど
お
り
の
「
格
闘
」
は
、
「
国
民
国
家
」
の
「
政
府
」
と
い
う

枠
組
み
を
超
え
て
政
治
を
い
か
に
語
る
の
か
と
い
う
試
行
錯
誤
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
藪
野
は
、
一
連
の
作
品
群
の
起
点
と
な
っ
た
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
…
わ
た
し
の
前
の
世
代
が
古
典
の
訓
詰
を
テ
コ
と
し
て
方
法
論
の
み
を
語
っ
た
と
す
る
な
ら
、
後
の
こ
の
世
代
は
方
法
論
ぬ
き
の
現
状

分
析
を
語
る
。
…
／
こ
の
二
つ
の
世
代
に
は
さ
ま
れ
た
わ
た
し
は
、
方
法
論
を
語
る
こ
と
こ
そ
社
会
科
学
の
エ
ー
ト
ス
だ
と
信
じ
込
む

ほ
ど
に
前
の
世
代
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
前
の
世
代
の
挽
歌
を
書
く
こ
と
も
で
き
ず
、
後
の
世
代
の
フ
ォ
ア
ー
ド
を
組
む

こ
と
の
で
き
な
い
わ
た
し
が
、
方
法
の
中
に
現
状
分
析
を
試
み
た
早
春
の
歌
こ
そ
が
こ
の
作
品
な
の
だ
。
そ
の
意
味
で
こ
の
作
品
の
中

に
は
わ
た
し
の
世
代
の
自
立
へ
の
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
（
傍
点
は
原
著
）
［
藪
野
一
九
八
六
”
二
六
〇
－
二
六
一
］



「
世
代
」
に
与
え
ら
れ
た
課
題
の
自
覚
と
、
そ
れ
を
担
お
う
と
す
る
自
負
に
つ
い
て
の
、
こ
の
藪
野
の
率
直
な
表
明
に
触
れ
る
と
き
、
後

位
す
る
「
世
代
」
と
し
て
、
藪
野
が
投
げ
か
け
た
課
題
に
、
ど
こ
ま
で
向
き
合
え
て
い
る
の
か
、
伍
泥
た
る
思
い
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
「
国
民
国
家
」
が
相
対
化
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
新
た
な
政
治
学
な
い
し
社
会
科
学
の
構
築
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
藪

野
の
「
呼
び
か
け
」
は
、
実
は
、
ポ
ス
ト
「
冷
戦
」
と
ポ
ス
ト
「
五
五
年
体
制
」
、
そ
し
て
ポ
ス
ト
「
近
代
」
が
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
時

代
に
研
究
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
私
た
ち
の
「
世
代
」
に
お
い
て
こ
そ
、
受
け
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
違
い

な
い
。

豹
咄
へ

文
献
一
覧
大
嶽
秀
夫
、
一
九
九
四
、
『
戦
後
政
治
と
政
治
学
』
東
京
大
学
出
版
会
大
嶽
秀
夫
、
一
九
九
九
、
『
高
度
成
長
期
の
政
治
学
』
東
京
大
学
出
版
会

一
シ

田
口
富
久
治
、
二
〇
〇
一
、
『
戦
後
日
本
政
治
学
史
』
東
京
大
学
出
版
会
藪
野
祐
三
、
一
九
八
六
、
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
［
1
］
ー
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
冒
険
一
』
法
律
文
化
社

”

藪
野
祐
三
、
一
九
八
七
、
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
　
ソ
シ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
地
平
』
法
律
文
化
社

斉

藪
野
祐
三
、
一
九
九
〇
、
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
［
1
1
］
一
「
構
造
崩
壊
」
の
時
代
一
』
法
律
文
化
社

か
カ

藪
野
祐
三
、
一
九
九
三
、
『
先
進
社
会
一
日
越
の
政
治
［
m
］
－
二
一
世
紀
へ
の
統
治
能
カ
ー
』
法
律
文
化
社
藪
野
祐
三
、
一
九
九
四
、
『
日
本
政
治
の
未
来
構
想
』
P
H
P
研
究
所

卜

藪
野
祐
三
、
一
九
九
五
a
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
中
公
新
書

瓠

藪
野
佑
三
、
一
九
九
五
b
、
『
先
進
社
会
の
国
際
環
境
［
1
］
ー
ロ
三
下
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
創
造
1
』
法
律
文
化
社

か

藪
野
祐
三
、
一
九
九
八
、
『
先
進
社
会
の
国
際
環
境
［
H
］
一
一
＝
世
紀
シ
ス
テ
ム
の
中
の
国
家
i
』
法
律
文
化
社

司
畔
財
日

藪
野
祐
三
、
二
〇
〇
一
、
『
先
進
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
［
H
］
ー
シ
ス
テ
ム
と
ア
ク
タ
ー
の
相
克
1
』
法
律
文
化
社
藪
野
祐
三
、
二
〇
〇
五
a
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
I
l
分
権
と
い
う
政
治
的
仕
掛
け
一
』
法
律
文
化
社
藪
野
祐
三
、
二
〇
〇
五
b
、
『
ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
1
1
1
公
共
と
い
う
政
治
的
仕
組
み
一
』
法
律
文
化
社
藪
野
祐
三
、
二
〇
〇
六
年
、
『
先
進
社
会
1
1
日
本
の
政
治
［
H
］
（
増
補
版
）
』
法
律
文
化
社

煽
飼
σ
鵬



説

藪
野
祐
三
、

二
〇
〇
九
、
『
失
わ
れ
た
政
治
－
政
局
、
政
策
、
そ
し
て
市
民
1
』
法
律
文
化
社

脳

論

の

（
1
）

『
先
進
社
会
一
日
本
の
政
治
［
1
1
］
』
は
、
「
増
補
版
」
が
二
〇
〇
六
年
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
加
え
れ
ば
、
厳
密
に
は
一
二
作
品
と
な
る
。
た

“

だ
同
書
は
、

一
章
の
「
補
論
」
が
加
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
骨
格
に
お
い
て
、
増
補
前
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
質
的
に

を

は
、

コ

一
冊
」
と
数
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
う
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
本
稿
に
お
け
る
同
書
の
扱
い
方
も
、
本
稿
の
目
的
か
ら
し

σ

て
も
、
増
補
前
の
も
の
に
つ
い
て
の
み
検
討
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）

　
　
「
三
層
モ
デ
ル
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
層
の
呼
称
や
説
明
は
、
そ
の
後
の
作
品
の
中
で
徐
々
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
く
が
、
お
お
む
ね
そ
の
構
成
と
位
置
づ
け
に
は
変
化
が
な
い
。

（
3
）

　
　
藪
野
が
「
新
保
守
主
義
」
と
呼
ぶ
の
は
、
今
日
で
言
う
「
新
自
由
主
義
」
と
同
義
と
考
え
て
よ
い
。
同
時
代
的
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
後
の
著
作
な
ど
か
ら
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
や
レ
ー
ガ
ン
政
権
、
そ
し
て
中
曽
根
政
権
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
保
守
革
命
」
と
呼
ば
れ
た
一
連
の
政
策
を
お

こ
な
っ
た
諸
政
権
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
4
）

こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
二
冊
が
日
本
政
治
の
現
状
分
析
に
接
近
し
て
い
る
理
由
に
は
、
以
下
の
本
文
で
指
摘
す
る
よ
う
な
理
由
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
著
作
が
徐
々
に
「
論
文
集
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。


